
令和２年度　岡山県立笠岡高等学校　学校経営の具体的計画

本年度の
重点目標

分掌

本年度の重点目標を達成する
ための
課・学年での重点目標
　　　（めざす具体的な姿）

本年度の重点目標を達成するた
めの課・学年内での具体的方策
　　　　　　　（教育活動）

評価基準

教務課

「千鳥型学習指導のスタン
ダード」に基づく授業の実践、
および継続的な指導の改善を
推進する。

校内互見授業と公開授業におい
て、授業実践の成果と課題を教員
間で共有できるよう、指導改善の
意見交換につながる枠組みを整
える。

学校評価アンケート（生徒）で評価。
「笠岡高校で行われている授業は、魅力的で、意欲的に取り
組みたくなる授業ですか。」
①はい・そう思う　　　　　②だいたいそう思う
③あまりそう思わない　　④いいえ・そう思わない
①＋②の割合(昨年度70%)
４：７５％以上、３：７０％以上、２：６５％以上、１：６５％未満

教務課

習熟度別少人数授業の効果
を高める工夫について実践
し、成果を共有する。

学力向上委員会と協働し、習熟度
別少人数授業の効果を高める工
夫についての実践を各教科に促
し、その成果を共有できる枠組み
を整える。

学校評価アンケート（生徒）で評価。
「選択授業や進路志望、習熟度等で講座を分けた授業は、
あなたの学力の向上につながっていると思いますか。」
①はい・そう思う　　　　　②だいたいそう思う
③あまりそう思わない　　④いいえ・そう思わない
①＋②の割合(昨年度86%)
４：９０％以上、３：８５％以上、２：８０％以上、１：８０％未満

進路課

主体的な学びにつながる教科
カウンセリングの充実を図る。

土曜日学校開放講座、考査前質
問教室、教科面談等により、習熟
度別の学びを促進し、主体的な学
びにつながる指導の充実を図る。

生徒アンケートで評価。
「土曜日学校開放、考査前質問教室、教科面談等はあなた
が自ら学び方を身につけるための指針となっていますか」
①はい・そう思う　　　　　②だいたいそう思う
③あまりそう思わない　　④いいえ・そう思わない
①＋②の割合（新規アンケート）
４：８０％以上、３：７５％以上、２：７０％以上、１：７０％未満

１年団

個々の生徒の進路目標に対
応した学力を培うために、学
ぶ意欲と基礎学力を身につけ
させる。

進路課学習係・教科担任と連携
し、学年全体で提出物指導や教
科補充指導を行う体制を整える。

学校評価アンケート（生徒）で評価。
「笠岡高校の教育は、あなたの学力を最大限に伸ばすもの
になっていると思いますか」
①はい・そう思う　　　　　②だいたいそう思う
③あまりそう思わない　　④いいえ・そう思わない
①＋②の割合（前年全体：76%、１年生：71%）
４：７５％以上、３：７０％以上、２：６５％以上、１：６５％未満

基礎学力層と標準学力層の生徒
を主な対象とした学び直しの機会
を設けるなど、習熟度別の個に応
じた学習支援をおこなう。

生徒アンケートで評価。
「学習支援によって、今まで分からなかったところが分かるよ
うになりましたか。」
①そう思う　　　　　　　　②だいたいそう思う
③あまりそう思わない　④そう思わない
①＋②の割合（新規アンケート）
４：８０％以上
３：６０％以上
２：４０％以上
１：４０％未満

発展学力層の生徒を主な対象と
した高い志を持つ難関大学志望
者のチームを作り、意識向上と行
動変容を促す。

生徒アンケートで評価。
「チーム難関の取り組みの中で、学ぶ意欲が高まりました
か。」
①そう思う　　　　　　　　　②だいたいそう思う
③あまりそう思わない　　④そう思わない
①＋②の割合
４：８０％以上
３：６０％以上
２：４０％以上
１：４０％未満

自ら学習面での課題を見つ
け、それを解決するために即
座に行動に移す姿勢を身につ
け、家庭学習時間を安定的に
確保させる。

受験生としての自覚を高める呼び
かけや学習支援の充実を図り、学
習意欲を高める。また、基礎学力
層の生徒については必要に応じ
て、授業の予習復習状況の把握、
課題の点検などをこまめに行い、
適切に指導する。

学習実態調査の１週間の平均学習時間で評価。
（昨年度２年：４回平均182分）
４：２７０分以上
３：２３０分～２７０分
２：１９０分～２３０分
１：１９０分未満

発展・標準・基礎それぞれの
学力層の生徒に応じた教育活
動を行い、進路実現に必要な
学力を身につけさせる。

習熟度別の授業や課題、土曜学
校開放講座がより効果的なもの
になるよう、学年団全体で工夫す
る。また、個別指導や教科面談を
中心とした指導で、発展・標準・基
礎それぞれの学力層の生徒をき
め細かに支援する。

学校評価アンケート（生徒３年）で評価。
「笠岡高校の教育は、あなたの学力を最大限に伸ばすもの
になっていると思いますか。」
①はい・そう思う　　　　　②だいたいそう思う
③あまりそう思わない　　④いいえ・そう思わない
①＋②の割合（昨年度２年：73%）
４：７５％以上、３：７０％以上、２：６５％以上、１：６５％未満

「なぜ？」と問う主体的な学習
姿勢を育て、課題解決力を身
につけさせる。

２年団

３年団

1　多彩な
学びを支
え、個を生
かす学習
指導



令和２年度　岡山県立笠岡高等学校　学校経営の具体的計画

本年度の
重点目標

分掌

本年度の重点目標を達成する
ための
課・学年での重点目標
　　　（めざす具体的な姿）

本年度の重点目標を達成するた
めの課・学年内での具体的方策
　　　　　　　（教育活動）

評価基準

生徒課

ボランティア活動や社会貢献
活動への積極的な参加を促
し、社会へ寄与することの大
切さを認識させる。

千鳥ボランティア（１回）、各種ボラ
ンティア活動、校外の地域の活動
等への積極的な参加を呼びかけ
る。

千鳥ボランティア等の校内外のボランティアへののべ参加者
数の計で評価。
（昨年度：千鳥（6月）285、他91、計376）
４：４００人以上
３：３６０人以上
２：３２０人以上
１：３２０人未満

進路の手引きを基本とした進路シ
ラバスに則って、教員の共通理解
を図り、生徒面談、ＡＣＴ、進路ＬＨ
Ｒ等を通じて、生徒の志を育む個
に応じた進路指導を行う。

学校評価アンケート（生徒）で評価。
「笠岡高校は、面談などを利用して一人ひとりの生徒に応じ
た進路指導を行っていますか。」
①はい・そう思う　　　　　②だいたいそう思う
③あまりそう思わない　　④いいえ・そう思わない
①＋②の割合（昨年度：生徒93%）
４：９５%以上、３：９０%以上、２：８５%以上、１：８５％未満

進路の手引きを基本とした進路シ
ラバスに則って、教員の共通理解
を図り、合同保護者会、三者懇
談、保護者懇談を通じて、保護者
とともに、生徒の志を育む個に応
じた進路指導を行う。

学校評価アンケート（保護者）で評価。
「笠岡高校は、面談などを利用して一人ひとりの生徒に応じ
た進路指導を行っていると思いますか。」
①はい・そう思う　　　　　②だいたいそう思う
③あまりそう思わない　　④いいえ・そう思わない
①＋②の割合（昨年度：保護者83%）
４：８５%以上、３：８０%以上、２：７５%以上、１：７５％未満

進路課

地域の人的・物的資源を活用
して、生徒に自らの人生と社
会との関わりについて主体的
に考えさせ、進路選択をさせ
る。

生徒が自らの人生と社会との関
わりについて主体的に考える能力
を身につけられるよう、おかやま
子ども応援事業における地域学
校協働活動推進員との連携を
図ったり、大学の出張講義等を活
用したりして、本物に触れる機会
を増やす。

生徒アンケートで評価。
「ACTでの外部連携による活動や学校で案内している外部
の行事はあなたの進路選択に役立っていますか。」
①とても役立っている　　　 ②役立っている
③あまり役立っていない　　④役立っていない
①＋②の割合(昨年度86%)
４：９０％以上、３：８５％以上、２：８０％以上、１：８０％未満

図書情報課

生徒が図書及び情報機器を
活用し自らの興味関心や学習
内容を深めたり広げたりでき
るよう支援する。

教科等と連携した書籍を選定・購
入・配置し、生徒が図書館内外で
日常的に活字に親しむ環境を整
える

一人あたりの貸出冊数の前年度比較で評価。
(昨年度：2219冊/550人=4.03、前年比94%)
４：前年度の９５％以上
３：前年度の９０％以上
２：前年度の８５％以上
１：前年度の８５％未満

１年団

生徒が社会と自分の生き方の
関わりについて考えながら自
己の適性を見極め、自身の将
来を見据えたコース選択や探
究活動に取り組む姿勢を育て
る。

地域学を中心としたＡＣＴのプログ
ラムを引き継ぎ、さらに充実した取
り組みとなるよう、ＡＣＴ係を中心
に学年団の連携を図り、実施す
る。

「未来開拓力(※）」ルーブリックでの生徒の自己評価におい
て、「教養力」、「思考力」、「表現力」、「協働力」の項目の前
期平均値（最大値５）を基準に、１２月期の平均値で評価。
４：＋１．０以上
３：＋０．５以上、＋１．０未満
２：＋０　　以上、＋０．５未満
１：＋０　　未満
※本校が育む「未来開拓力」とは、教養力、思考力、表現
力、協働力、省察力、志力の６つの力である。

「テーマ探究」を中心としたＡＣＴの
キャリアプログラムを引き継ぎ、さ
らに充実させる。

ＡＣＴプログラムの改善実績と、外部連携の実績数で評価す
る。
(前年の外部連携：2件)
４：改善し、外部連携が３件以上
３：改善し、外部連携が１～２件
２：改善し、外部連携が０件
１：前年踏襲のプログラムで実施

「テーマ探究」を中心としたＡＣＴの
キャリアプログラムの中で、自らを
振り返り、改善しようとする場面や
主体的に自らの未来を考える場
面を増やす。

「未来開拓力（※）」ルーブリックでの生徒の自己評価におい
て、「省察力」、「志力」の項目の前期平均値（最大値５）を基
準に、１月期の平均値で評価。
４：＋１．０以上
３：＋０．５以上、＋１．０未満
２：＋０　　以上、＋０．５未満
１：＋０　　未満

３年間を見通した進路指導に
より、早期に志望校を固め、
進路実現に向けて努力する姿
勢を生徒に身につけさせる。

2　地域と
ともに、全
校体制で
取り組む
キャリア教
育

進路課

２年団

社会と自らの生き方、そして、
学問と自らの将来を関連づけ
て考えることができる、また、
自らの未来を自ら拓くという自
覚をもち、主体的な志望形成
ができる生徒を育てる。



令和２年度　岡山県立笠岡高等学校　学校経営の具体的計画

本年度の
重点目標

分掌

本年度の重点目標を達成する
ための
課・学年での重点目標
　　　（めざす具体的な姿）

本年度の重点目標を達成するた
めの課・学年内での具体的方策
　　　　　　　（教育活動）

評価基準

生徒課

挨拶をはじめとしたコミュニ
ケーションスキルを高め、好ま
しい人間関係を形成する能力
の向上を図る。

挨拶を日々励行するとともに、マ
ナー講座等の適時実施や声かけ
により、社会で生かせる基本的な
力の向上を図る。

学校評価アンケート（生徒）で評価。
「笠岡高校の生徒は、学校内や地域で、積極的に挨拶がで
きていると思いますか。」
①はい・そう思う　　　　　②だいたいそう思う
③あまりそう思わない　　④いいえ・そう思わない
①＋②の割合　（昨年度：55%、一昨年度：45%）
４：７０％以上、３：６０％以上、２：５０％以上、１：５０％未満

生徒課

ホームルーム活動や生徒会
活動（各種委員会や学校行事
等）への生徒の主体的な参加
を促す。

事前打ち合わせや振り返りを取り
入れることによって、新入生歓迎
行事や千鳥祭等を実行委員や各
種委員・係を中心に生徒が主体
的に取り組む学校行事にしてい
く。また、できるだけ多くの委員会
で、生徒の主体的な活動に取り組
ませる。

学校評価アンケート（生徒）で評価。
「ホームルーム活動や生徒会活動（各種委員会や学校行事
等）に、生徒が主体的に参加していると思いますか。」
①はい・そう思う　　　　　②だいたいそう思う
③あまりそう思わない　　④いいえ・そう思わない
①＋②の割合（昨年度：生徒89%、一昨年度：82%）
４：９０％以上、３：８０％以上、２：７０％以上、１：７０％未満

健康環境課

整美・保健・福祉の各委員会
で、生徒から活発に要望・提
案・企画などが出され、それが
反映された活動を実現する。

委員会の担当する業務に対する
関心や課題意識を高めるため、
各委員会を適宜（年３回以上）開
催する。顧問は生徒の提案に対し
て、その実現性の高低にかかわら
ず、生徒の意欲を尊重し、取り組
みを適切に支援する。

各委員会活動における新しい取り組みの有無で評価。
（昨年度：どの委員会も新規あり）
４：３つの委員会で実施できた
３：２つの委員会で実施できた
２：１つの委員会で実施できた
１：新しい取り組みができなかった

総務課

多様な学習機会を提供し、活
動をとおして、課題を発見し解
決する力の向上を図る。

オープンスクールや千鳥ゼミ、中
学校母校訪問、学校説明会で生
徒が主体的に活動する場を設け
る。

オープンスクールや千鳥ゼミ、中学校母校訪問、学校説明
会に運営スタッフとして参加した生徒数で評価。
（昨年度175名）
４：１８０名以上
３：１６０名以上
２：１４０名以上
１：１４０名未満

カウンター当番や蔵書整理を通常
の図書委員の仕事に加えて、ブッ
クカフェの企画・運営など図書委
員の主体的な活動を支援する。

図書館業務や委員会活動への図書委員の参加率で評価。
（昨年度：100%）
４：９５%以上、３：８５%以上、２：７５%以上、１：７５%以下

図書委員に地域と連携した図書
活動を企画・運営させる。

学童クラブとの交流回数で評価。
（昨年度：3回）
４：４回以上、３：３回、２：２回、１：１回以下

図書委員会の図書に関わる
主体的な活動を推進する。

図書情報課

3　主体性
と豊かなつ
ながりを生
み出す生
徒指導


